
麻生区区民会議 第３回環境部会     （議事要旨） 
 
１．日 時 平成 21年１月 22日（木）午前１０時から午前１２時まで 
２．場 所 麻生区役所第５会議室 
３．出席者 天野委員、市川委員、伊藤委員、碓井委員、神本委員、山崎委員 
      （事務局）荻原企画課長、重森主査、稲葉 
４．傍聴者 ０人 
 
  まず、事務局から調査審議課題となっている４つのプロジェクトに関する現状の取

り組みやこれまでの実践事例を報告した。また、先日行った農林水産省及び東京農業

大学への見学会の報告を行った。 
 
 １ 調査審議課題について 

各プロジェクトについての主な意見は、次のとおり。 
 
【レジ袋の削減】 
・ 川崎市などが小田急やコープかながわと結んでいる協定は現状の取り組みを書

面にしたにすぎない。店に対して市民の応援体制ができないと普及は難しい。 
・ レジ袋ばかりが言われているが、レジ袋は使い勝手もいい。スーパーなどで使

われる魚を入れるトレーの方が無駄が多く問題。日常の無駄なゴミをいかに減

らすかが重要ではないか。 
・ レジ袋は取り組みとしては一番手っ取り早い。ここにまず手をつけ、ゆくゆく

はトレーなどに広げていけばいい。 
・ トレーはゆくゆく手をつけるのではなく、まず手をつける必要があると思う。 
・ 区民会議ニュースで、レジ袋削減の協力店を紹介してみてはどうか。 
・ レジ袋を減らそうとするより、環境にやさしいレジ袋を開発した方がよい。 
・ 区民会議ニュースの広報力を高めないとここで話されていることが区民に伝わ

らない。 
 
【環境家計簿の作成】 
・ 家計簿を男性にやってもらうのは難しい。 
・ 親子で一緒に取組めるものが良い。 
・ やってみる期間を１～２月程度に定めた方がいいのではないか。 
・ 一週間のうち月曜日だけはつける、など軽めのルールを作ってずっと続ける方

が習慣になっていいのではないか。 
・ 「一般家庭でどうしたらやってもらえるか」と「子供の教育のためにどう使う

か」という２つの方向がある。 
・ 市の環境局が行っているような「行動」をチェックするものと、家庭の「実績



値」をチェックするもののどちらにするのか選ばなければいけない。 
・ 家庭でやるなら数字をつけたほうが良いのでは。 
・ 各家庭の平均値を公表してそれを目標にするという手段もある。しかし家庭ご

との家族構成や事情まで考慮された平均値は出せないので難しい。 
 
【生ゴミの堆肥化】 
・ 「ゴミ連」は２００５年に行った市民アンケートをもとに市民プランを作って

いるので、参考になる。 
・ 「ゴミを肥料に」という話は、実は１０年前からある。それが大して浸透して

いないのはなにか原因があるのでは。その肥料を使える農家が何軒あるのか疑

問だ。本当にいいものなら企業が飛びつくはずだ。 
・ 「あさおリサイクルパーク」に絡めて区民会議でも何かできることはないか。 
・ 温室は塩分がたまりやすい。生ゴミは塩分量は大したことはない。農家では家

畜の堆肥を使うことが多いが、牛と豚は塩分が多い。木材チップを使うところ

も多いが畑の中のチッソを奪うので枯れてしまう。 
・ 家庭から出るゴミはいろいろなものが入っているので家庭菜園には適している。 
・ 黒川地区は、山の中に谷間があり、そこを埋め立てて農地にし、貸し農園を営

んでいるところが急増している。そういうところは質が非常に悪い土壌だが、

表面だけ赤土のいいものをかぶせている。 
・ 無農薬の野菜を育てるのは結構だが、農薬を使わないと病気や虫が沸き、近隣

農家に広がっていく危険がある。 
・ 山崎委員が取組んでいる「生きゴミ隊」で使用しているのは野菜の葉屑のみ。

約３０軒から集め、県の分析を行い、２軒の農家でそこから作られた肥料を使

っている。 
・ 農作物を売買するのであれば化学肥料を使わないとダメ。一週間で消え残留し

ない「低農薬」でもいいが、一切使用しなければ作物がダメになる。 
・ 生ゴミは万能ではなく「隠し味」のようなもの。その全てを肥料として使える

わけではなく、また使う必要はない。少量でもゴミのリサイクルができるので

あればそれで充分ではないか。 
 
なお、地産地消の推進については、事務局案のとおり、引き続きレストランあさおと

の調整を進めていくこととなった。また、環境部会に対する区民からの提案については、

提案者が言及している日本有機農業研究会の魚住氏について調べてみることとなった。 
 
 
【議論のまとめ】 
● ４つのプロジェクト全てを同時平行で検討していくのではなく、まずは「生ゴ

ミの堆肥化」と「地産地消の推進」について優先的に議論を進めていくことと

なった。 



  また、レストランあさおから生ゴミを東京農業大学へ送り堆肥化する、という試みに

ついては、３月を目途にスタートすることとなった。 
 
 ２ その他 
  次回は、２月２３日（木）午前１０時から区役所第２会議室で行うこととなった。 


